
　

8
月
1
日
、窪
田
書
店
（
根
雨
）
内
に
、

「
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
根
雨
宿
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
住
民
や
ま
ち
を
訪
れ

る
観
光
客
ら
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
を

つ
く
り
た
い
と
、
店
主
の
窪
田
憲
三
さ

ん
が
、
日
野
町
創
業
等
支
援
事
業
補
助

金
を
活
用
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

同
補
助
金
は
、
起
業
や
異
業
種
参
入
の

際
に
対
象
経
費
の
2
分
の
１
（
上
限

50
万
円
）
を
補
助
す
る
も
の
で
、
同
書

店
の
一
角
を
改
装
し
、
オ
ー
プ
ン
の
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
初
日
、
開
店
時
間
の
午
前
10

時
を
迎
え
る
と
、
多
く
の
町
民
が
来
店
し
、

あ
っ
と
い
う
間
に
店
内
は
満
杯
に
。
来
店

客
が
コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
注
文
す
る

と
、
手
作
り
の
菓
子
も
振
る
舞
わ
れ
、

会
話
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

長
野
県
で
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
同
カ
フ
ェ
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
松
尾
信
孝
さ
ん
（
貝
原
）
は
、

「
2
年
前
か
ら
こ
う
し
た
交
流
ス
ペ
ー
ス

の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
の
で
、
今
回
の

オ
ー
プ
ン
は
感
慨
深
い
。
今
後
も
継
続
し

て
町
民
や
観
光
客
に
気
軽
に
寄
っ
て
も
ら

え
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
。

訪
れ
た
人
も
、「
実
際
に
入
っ
て
み
て
、

と
て
も
落
ち
着
け
る
空
間
。ま
た
来
た
い
」

と
、
新
た
に
で
き
た
交
流
ス
ペ
ー
ス
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

カ
フ
ェ
は
、
火
曜
日
の
定
休
日
を
除
き
、

午
前
10
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
開
店
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
暑
さ
を
忘
れ
て
会
話
を

楽
し
み
に
、
一
度
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

まちの話題
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鍛冶職人の匠の技に感嘆
　

8
月
3
日
、
鳥
取
県
主
催
の
プ
レ
ス
ツ

ア
ー
で
、
在
京
外
国
人
記
者
20
人
が
日
野
町

を
訪
れ
、
ま
ち
の
魅
力
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
在
京
外
国
人
記
者
を
対
象

に
ツ
ア
ー
を
行
い
、
首
都
圏
な
ど
に
訪

れ
る
訪
日
外
国
人
の
県
内
誘
致
を
促
進

し
よ
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

２
日
か
ら
県
内
を
巡
り
、
３
日
は
、
日

野
町
の
た
た
ら
の
楽
校
と
鍛
冶
工
房
「
宮

光
」（
宮
脇
鉄
工
所
）
を
訪
問
。
同
工
房

で
は
、
近
年
、
外
国
人
に
人
気
が
高
い

刀
剣
や
た
た
ら
製
鉄
を
テ
ー
マ
に
、
実

際
に
鍛
冶
職
人
へ
の
取
材
を
す
る
な
ど
、

そ
の
魅
力
に
触
れ
ま
し
た
。

「
た
た
ら
」
を
体
感
。
外
国
人
誘
致
に
期
待
高
ま
る

在
京
外
国
人
記
者
が
た
た
ら
の
魅
力
に
触
れ
る

車いすを前に寄贈を祝う関係者ら
　

地
域
の
高
齢
者
な
ど
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
一
般
財
団
法
人
「
中
国

地
方
郵
便
局
長
協
会
」
が
、
8
月
1
日
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
車
い
す
6
台
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
協
会
が
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

贈
呈
式
に
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

石
田
信
広
副
会
長
を
は
じ
め
、
﨏
田
町

長
ら
関
係
者
が
出
席
。
石
田
副
会
長
は

「
福
祉
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
活
用
し
た
い
」
と
話

す
と
、
﨏
田
町
長
も
「
災
害
時
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て
も
ら
え
た

ら
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

福
祉
や
地
域
に
役
立
て
て

郵
便
局
長
協
会
が
車
い
す
を
寄
贈

心地よい空間に心も体もリラックス。会話も弾む

根
雨
で
ひ
と
息
つ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
ま
ち
な
か
カ
フ
ェ
根
雨
宿
」
が
オ
ー
プ
ン

根雨駅から徒歩 3分ほど。まちなか
に待望の交流スペースが開店
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大漁だね！アユを両手に元気いっぱい
　

7
月
26
日
、ひ
の
っ
こ
保
育
所
（
津
地
）

で
、
ア
ユ
の
つ
か
み
ど
り
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
を
通
し

て
、
自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
ふ
る

さ
と
へ
の
愛
情
を
育
て
た
い
と
、
町
水
産

振
興
連
合
会
の
協
力
を
得
て
毎
年
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

約
２
０
０
匹
の
ア
ユ
が
プ
ー
ル
に
放

さ
れ
る
と
、
園
児
た
ち
は
大
歓
声
。
勢
い

よ
く
泳
ぎ
回
る
ア
ユ
を
、
元
気
に
追
い

か
け
る
園
児
た
ち
。
ア
ユ
を
つ
か
ま
え
る

と
、「
つ
か
ま
え
た
～
」
と
笑
顔
を
み
せ

て
い
ま
し
た
。

ア
ユ
み
た
い
に
お
っ
き
く
育
て
ひ
の
っ
こ
た
ち

保
育
所
で
ア
ユ
つ
か
み
取
り

早速来年への意気込みを語る林原さん
　

ス
イ
ム
３
㎞
、
バ
イ
ク
（
自
転
車
）

１
４
０
㎞
、
ラ
ン
42
・１
９
５
㎞
を
走
る
「
鉄

人
レ
ー
ス
」
と
も
い
わ
れ
る
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
で
、
セ
ル
プ
ひ
の
（
社
会
福
祉
法
人
祥
和

会
）
所
長
の
林
原
正
彦
さ
ん
が
、
今
年
も

躍
動
し
ま
し
た
。

　

7
月
15
日
、
米
子
市
で
開
か
れ
た
第
38

回
全
日
本
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
・
男

子
年
代
別（
35
～
39
歳
）の
部
で
第
3
位（
総

合
20
位
）
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

連
日
続
く
酷
暑
に
よ
り
、
有
力
選
手
も

リ
タ
イ
ア
や
ペ
ー
ス
が
落
ち
込
む
中
、
セ
ル

プ
ひ
の
大
応
援
団
や
家
族
の
声
援
に
支
え

ら
れ
た
林
原
さ
ん
。「
一
年
で
一
番
楽
し
み
な

大
会
。
来
年
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

伝
統
の
大
会
で
今
年
も
好
成
績

セ
ル
プ
ひ
の
・
林
原
さ
ん
が
、
全
日
本
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会
で
年
代
別
第
3
位

息の合ったコーラスで会場を魅了
　

日
野
川
沿
い
で
活
動
し
て
い
る
コ
ー

ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
一
同
に
会
し
、
日
ご
ろ

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
、
第
14
回
日

野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
日
野
川
合

唱
連
盟
主
催
）
が
、
7
月
22
日
、
町
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
町
で
活
動
す
る
９
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
参
加
し
、
日
野
町
か
ら
は
3
つ

の
合
唱
団
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
は
お
揃
い
の
衣
装
で
登

場
し
、
童
謡
や
唱
歌
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
曲

で
息
の
合
っ
た
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
。
会
場

で
は
一
曲
終
わ
る
ご
と
に
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

歌
声
で
広
が
る
地
域
の
輪

日
野
川
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

和太鼓などの楽器が織りなす情熱あふれる演舞
　

世
界
的
に
活
躍
す
る
和
太
鼓
集
団
「
舞

太
鼓
あ
す
か
組
」
の
公
演
が
、７
月
28
日
、

町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
演
は
昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
。

今
年
は
、
台
風
の
接
近
に
よ
り
一
度
公

演
が
延
期
と
な
っ
た
も
の
の
、
当
日
は

満
員
に
。
会
場
を
圧
倒
す
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

あ
す
か
組
の
メ
ン
バ
ー
は
迫
力
あ
る

和
太
鼓
の
演
舞
の
ほ
か
、
舞
踊
や
和
楽

器
の
演
奏
も
披
露
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

和
太
鼓
を
自
在
に
操
る
姿
に
大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

心
揺
さ
ぶ
る
圧
倒
的
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

舞
太
鼓
あ
す
か
組
日
野
町
公
演


